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離散型確率変数 X の確率分布は

f(x) =


3
4

(x = 2)

1
4

(x = 4)

0 (他)

で与えられる.

1. 母期待値 E[3X ] を求めよう.

2. 母期待値 E[X + 3]を求めよう.

3. 母分散V[X]を求めよう.

12点満点. ×N:NGワード/アイデア, × P:過程なし, ×か:考え方の誤り, ×き:記号の
誤り, ×け:計算ミス
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略解

1

1. E[3X ] = 32 · 3
4
+ 34 · 1

4
= 108

4
= 27.

2. E[X + 3] = (2 + 3) · 3
4
+ (4 + 3) · 1

4
= 22

4
.

3. E[X] = 2 · 3
4
+ 4 · 1

4
= 5

2
.

E[X2] = 22 · 3
4
+ 42 · 1

4
= 7

V[X] = E[X2]− E[X]2 = 7− (5
2
)2 = 3

4
.

E[(X − 5
2
)2] = (2− 5

2
)2 3

4
+ (4− 5

2
)2 1

4
を素直に計算してもできるけど, 計算はだい

ぶたいへん.

2,3 は, 後の回になるともっと効率のよいお奨めの計算方法がでてきます.

配点 各 4点, 計 12点.
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